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◆ 新年を迎えて

◆ 世田谷区での環境保全型農業技術導入の取組　～LED防蛾灯と土壌還元消毒法の導入～

◆ 西東京市直売所の新たな加工品開発の取組　～とうきょう農業女性参画推進事業の活用～

◆ レジンコンクリートを用いた乳牛の飼槽改善　～乳牛の食欲アップ、掃除もラクに～

◆ ナシの効果的な防除技術の確立をめざして　～スプリンクラーの特性把握～

◆ 光を利用した害虫防除について

◆ 一口メモ：ドライみそ汁で小松菜を手軽に
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　新年あけましておめでとうございます。
　皆様におかれましては、健やかに新年を迎え
られたことと、心よりお慶び申し上げます。　
また、日頃より東京都の農業振興施策の推進に
際してご理解とご協力を賜り、厚く御礼申し上
げます。
　さて、東京都の農業改良普及事業は、昭和23
年の農業改良助長法の制定にともない始まり、
今年で70周年を迎えます。当初は、都内24の普
及員駐在所に普及職員を配置し、各地域におい
て農業経営の改善に鋭意取り組んでまいりまし
た。年々高度化する農業生産現場では、新たな
栽培技術や病害虫防除技術の導入、農産物加工
等による高付加価値化や販売方法の改善など、
農業者が取り組むべき課題は今なお多岐にわた
ることから、今後も農業改良普及センターを中
心に本事業を展開し、農業者の経営改善に向け
た取組を支援してまいります。
　一方、農業者の高齢化や相続に伴う農地の減
少など、農業の状況は厳しさを増しています。
このような中、農家の出身ではない若者が農業
に魅力を感じて就農する事例が、都内でも多く
見受けられるようになってきました。東京の　
農業が発展していくためには、こうした若者を
はじめ、意欲ある新規就農者が順調に農業を営
めるようサポートしていくことが重要です。東
京都では、JA東京中央会との共催により「フ
レッシュ＆Ｕターン農業後継者セミナー」を開
催し、新規就農者が栽培技術や経営管理手法を
習得できるよう研修を行っていますが、今後も
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新年を迎えて新年を迎えて

引き続き取り組んでまいります。また、新規就
農者が指導農業士のもとで実践的な農業に触れ
ることも大変意義があります。都内には60名を
超える農業者の方々が指導農業士の認定を受け
られていますが、指導農業士の皆様の一層のお
力添えに期待を申し上げます。
　東京2020オリンピック・パラリンピック競技
大会の開催まで２年余りとなりました。諸外国
から多くの人々が東京を訪れることもあり、東
京の農業や農産物の魅力を伝える好機でもあり
ます。東京都では、GAP（Good Agricultural 
Practice：農業生産工程管理）が本大会で使用
する食材の調達基準となっていることから、多
くの農業者の皆様がGAP認証を取得できるよ
う、東京都農林水産振興財団と連携し、認証取
得や研修等に要する費用を助成する支援事業を
実施しています。是非、ご活用ください。また、
GAPは農業経営の効率化や労働安全の確保等
を目的とした取組であることから、東京都は大
会後の将来も見据えてGAPの普及に努めてま
いります。
　ところで、「第67回関東東海花の展覧会」が、
２月２日から４日までの３日間、池袋のサンシ
ャインシティで開催されます。本展覧会は、関
東東海地域の１都11県と花き関連団体が主催す
る展覧会であり、花に対する理解を深めて消費
の拡大を図ることにより、花き産業の発展に寄
与することを目的としています。皇室の御観覧
もあり、花の展覧会としては国内最大級といわ
れる程の規模を誇ります。今回は東京都が当番
県として東京産の花で彩る特別展示も行うこと
から、東京都花卉園芸組合連合会のご協力をい
ただいております。多くの皆様にお越しいただ
ければ幸いに存じます。
　最後になりましたが、今年が皆様にとって　
実り豊かな一年となりますよう、心よりお祈り
申し上げます。
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　世田谷区では、住宅地に隣接した小規模農地
で直売向けの多様な作物が栽培されています。
そのため病害虫防除にあたっては、近隣住民へ
の配慮などから農薬散布を控える傾向が強く、
また施設などでは連作により、センチュウ被害
も見られます。そこで、化学合成農薬だけに頼
らない、環境保全型防除技術の導入を検討しま
したので、その取組の一部を紹介します。

LED防蛾灯による害虫防除

　露地のナス圃場にて、ヤガ類の行動抑制・忌
避効果の確認を目的に、LED防蛾灯「レピガ
ードシャイン」を24時間点灯し、その効果を検
討しました。
　７月上旬から２週間おきにLED及び慣行
（LED無設置）のオオタバコガ被害果数を調査
した結果、８月中旬まではLED区で被害が少
なく推移しました（図）。
　しかし、ナスが繁茂した生育後半では被害を
抑えられませんでした。なお、夜間圃場にライ
トが点灯していることで、近隣住民へ農薬使用
低減の取り組みのアピールにもなりました（写
真１）。

土壌還元消毒によるセンチュウ防除

　施設の抑制キュウリにおいて、センチュウ防
除を目的に、有機物である米ぬかを圃場に施し、
ビニールで被覆して行う土壌還元消毒の効果を
検討しました。
　前作のトマトとキュウリでセンチュウ被害が
多発し、キュウリでは枯死株も発生した施設で、
７月下旬～８月中旬に本消毒を行いました（写
真２）。
　本消毒後、直ちに８月下旬にキュウリを定植
したところ、センチュウ被害は低く抑えられ、
枯死株も発生せず、その効果が認められました。
　本消毒法は、消毒終了後の耕うん時に特有の
臭気が発生し、近隣住民からの苦情が懸念され
ましたが、今回は多少の臭いがありましたが、
周辺住宅への影響は特に問題となりませんでし
た。
　現在、区内では数戸の生産者が本消毒法によ
る土壌消毒を行っています。

まとめ

　今回紹介した技術のほか、現在、天敵昆虫を
活用した害虫防除法や、露地での土壌還元消毒
法等について、関係機関や生産者と連携して、
検討しています。
　普及センターでは、今後も都市化の進む東京
ならではの環境保全型防除技術の導入・検討に
ついて、積極的に取り組んでいきます。

世田谷区での環境保全型
農業技術導入の取組

～LED防蛾灯と土壌還元消毒法の導入～

中央農業改良
普及センター

写真２　土壌還元消毒による被覆の様子
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図　オオタバコガ被害果数の推移
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写真１　圃場での夜間LEDの点灯の様子
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　保谷支店農産物直売所は平成27年７月に、
JA東京みらい保谷支店に併設されました。新
鮮で品質の良いものを提供する直売所にしよう
と、直売所開設の１ヶ月前に直売会が立ち上が
りました。この会は、経営に参画している女性
農業者の会員が多いことが特徴です。
　そこで普及センターは、男女共同参画での農
業経営の発展を図るため、「とうきょう農業女
性参画推進事業」を活用し、これまで規格外等
で販売していなかった農産物を加工販売するた
め、講習会を実施しました。

夫婦揃って講習会に参加

　平成28年９月に保健所から講師を招き、食品
加工に取り組む際に必要な衛生管理と営業許可
制度について学びました（写真１）。また、10
月には小平市で農産物加工を行う農家の加工施
設を見学し、その取組を聞きました（写真２）。

　両回とも、夫婦で参加する方もあり、直売所
を盛り上げる機運が高まりました。まずは、委
託加工で自分の農産物を加工品にしてみるのも
良いという講師の勧めもありました。

新たな加工品が誕生

　講習会に参加し、「自分の自慢の農産物を活
用して直売所で加工品を売ろう！」と取組を開
始する農家が現れました。具体的には、消費者
の反応を見るために委託加工からスタートし、
いずれは自身の加工施設をつくりたいと意欲を
見せる農家や、ジャム加工について学んだが、
ジャム以外のゼリーやジュースに加工して販売
したいと考える農家が現れました。
　納得のいくものを販売するために何度も試作
して味を確かめた結果、新たな加工品としてい
ちごジャムやアイス（写真３）、ウメジャムが
製品となり、直売所に並ぶようになりました。

　加工の取組は、女性から発案されることが多
いですが、保谷支店の直売所では、男性の意見
も反映され、端境期対策の一つとして加工品に
注目しています。男女ともに農産物加工に高い
関心を持ち、農家所得の向上と直売所の売上向
上に取り組んでいます。
　普及センターは、これからも直売会に対して、
家族ぐるみで取り組む加工品開発を支援してい
きます。

中央農業改良
普及センター

西東京市直売所の
新たな加工品開発の取組

～とうきょう農業女性参画推進事業の活用～

写真１　農産加工講習会の様子

写真２　加工施設見学

写真３　いちごジャムといちごミルクアイス
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　乳牛の飼料の受け皿である「飼槽」は、飼養
管理の上で重要な役割を果たしています。乳牛
は１日のうち、６～９時間を採食時間にあてま
す。飼槽がコンクリート仕様の場合、舌の強い
圧力によって少しずつ削り取られ、凹みや亀裂
が生じます。ここに飼料が入り込み腐敗するこ
とで、飼槽が病原微生物の温床になってしまい
ます。乳牛は傷んだ飼料を嫌うため、採食量の
減少や乳量の減少につながることがあります。
　このような飼槽は、掃除に多くの労力が費や
され、管理者の負担も大きくなります。飼槽を
いかに良い状態に保つかが、飼養管理上、とて
も重要です。

普及センターの取組

　普及センターでは酪農家に対して、飼養管理
向上を目的とした飼槽の改善をはたらきかけて
います。今回は、「レジンコンクリートによる
補修」について、瑞穂町の酪農家が取り組んだ
事例を紹介します。

　レジンは耐久性・耐摩耗性に優れた合成樹脂
で、骨材・充填剤と一緒に練り固めたものがレ
ジンコンクリートです。価格は１缶３万５千円
前後と安価で、１缶で４頭分の飼槽補修ができ
ました。作業では、飼槽の凹みや亀裂をしっか
り洗浄し、乾燥させることが重要です。乾燥が
不十分だと、補修後にはがれてしまうことがあ
るので注意が必要です。
　次に製品に添付してある防水保護樹脂を補修
部分に薄く塗っていきます。乾くまで２～３時

間を要するので、その間、缶に入ったポリエス
テル樹脂に補強用セラミック粉、補強用樹脂を
入れてムラなく撹拌します（以下、混合物）。
セメント調合用の舟を使うと作業しやすくなり
ます。また、かさ増しするために、十分に乾燥
させた川砂をレジンの４倍程度まで混ぜること
もできます。
　防水保護樹脂が十分に乾いたら、混合物に硬
化剤を加えます。ここから10分前後で固まりは
じめるため、速やかに補修部分に流し込み、コ
テで平らにします。施工してから固まるまでは、
コンパネで覆うこともできます。

飼槽改善の効果

　今回は牛床に余裕があったので、乳牛を数頭
ずつ移動して、順次補修をしていきました。施
工２日後には、心配なく給餌できるようになり
ました。　
　農家は、「補修前は、夏場、残飼による臭い
が気になることもあったが、補修後は飼槽の清
掃時間が短縮し、臭いも気にならなくなった。
レジンコンクリートによる補修は正解だった。」
と飼槽の重要性を実感していました。
　飼槽改善の方法は一つではなく、御影石やス
テンレス仕様の飼槽等に改修する方法もありま
す。レジンコンクリートによる補修は気軽にで
きることが利点です。酪農家が各自の経営を把
握し、それにあった方法を選択することが大事
です。

西多摩農業改良
普及センター

～乳牛の食欲アップ、掃除もラクに～

レジンコンクリートを用いた
乳牛の飼槽改善

写真１　補修箇所を確認する様子

写真２　コテでレジンコンクリートを塗る様子
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　ナシ栽培が盛んな稲城市では、都市化の影響
を受けて圃場周辺に住宅等の建設が増えていま
す。このため、スピードスプレーヤーによる騒
音や農薬飛散の防止策として、東京都の補助事
業を活用して農薬飛散防止型スイングスプリン
クラー（以下、スプリンクラー）や防薬シャッ
ターを設置し、周辺住民に配慮した病害虫防除
を実践する生産者が増えています。
　そこで普及センターでは、スプリンクラーを
活用したより効果的な防除技術を確立するため、
感水試験紙（以下、試験紙）を用いた薬液付着
程度について調査しました。

スプリンクラーによる薬液の付着状況

　調査園地は、
15ａに棚下スプ
リンクラー 53
台及び棚上スプ
リンクラー６台
が設置され、防
除を行っていま
す（写真１）。

　ナシ（品種：「稲城」、成木）の茎葉が繁茂し
てきた時期（平成29年７月11日）に、ナシ樹の
葉（表･裏）に24枚の試験紙（棚面：18枚、棚
上の徒長枝：６枚）を付け、スプリンクラー作
動後の試験紙への薬液付着程度（600ℓ/10ａの
散水による水分付着程度）を目視により調査し
ました。
　その結果、試験紙24枚のうちおよそ半数（13
枚）は水分が全
面に付着しまし
たが、約２割（５
枚）は水分がほ
とんど付着しま
せんでした（写
真２、図）。

　また、試験紙への付着程度（％）は平均値で
およそ６割となりましたが、葉の表と裏では程
度が異なり、葉表より葉裏への付着程度が著し
く下がりました（表）。

表　設置部位別の薬剤付着程度

設置部位 箇所数 付着程度（平均値）
葉表 12 71%
葉裏 12 37%
合　計 24 59%

スプリンクラーの使用特性と課題

　以上の結果を含め、今回の調査からスプリン
クラーの使用において以下の特性が分かりました。
薬液が付着しにくい部位は、
①果そう葉の陰になる葉（特に葉裏）
②主枝、亜主枝や側枝の陰になる葉
③スプリンクラーから遠方の葉（主幹の裏側）

であることが分かりました。なお、棚上の徒長
枝の葉では、棚上に設置されたスプリンクラー
により薬液付着は概ね良好でした。

今後の取組

　普及センターでは、今後スピードスプレーヤ
ーとの比較検証や、枝葉の混み具合の異なる園
地での薬液付着程度の比較についても、継続し
て検討し、スプリンクラーを利用した効果的な
防除技術の確立に向けた支援を行っていきます。

ナシの効果的な防除技術の
確立をめざして

～スプリンクラーの特性把握～

南多摩農業改良
普及センター

写真１　スプリンクラーの設置状況
（右上：棚上スプリンクラー）

写真２　感水試験紙への付着状況
（付着部分が青色に変色）

図　スプリンクラーによる試験紙への付着程度
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　農薬の連用により害虫は薬剤抵抗性を獲得し
ます。薬剤抵抗性を獲得した害虫の防除は薬効
のある農薬が少なくなり難しくなります。　
　そこで、農薬の過度の使用の回避方法・薬剤
抵抗性害虫の防除方法の一つとして「光を利用
した防除方法」があります。具体的な方法をいく
つか紹介しますので、防除の参考にしてください。

害虫の光反応

　害虫は光に反応し行動しています。その反応
のなかで光に近づく行動は「走光性」と呼ばれ、
各害虫の走光性はそれぞれ異なります（表１）。
また、太陽光や空からの散乱光を背中に受ける
ことで天地を認識すると言われています。

表１　各害虫の走光性
害虫名 走光性を示す波長、色 備    考

アザミウマ類 近紫外線、青、緑 赤色に走光性無し
コナジラミ類 近紫外線、緑、黄色
ハモグリバエ類 黄色
アブラムシ類 黄色

光を利用した防除方法

　光を利用した防除方法は３つに分類されます。
１　光による誘引
（1）粘着板
　青色の粘着板でアザミウマ類、黄色粘着板
でコナジラミ類、ハモグリバエ類、アブラム
シ類を誘引し、補殺します。

（2）黄色蛍光灯
　施設内に設置しコナジラミ類を誘引し、捕
獲します。都内の防虫ネッ
トを展張した施設トマトで
コナジラミ類の発生を粘
着板で確認したところ、
約75％減らすことができ
ました（写真１、表２）。

２　光による忌避
（1）赤色防虫ネット
　都内ではトンネル被覆やハウス開口部に使用
されています。アザミウマ類は赤色に走光性
がないので、同じ目合の白色防虫ネットに比べ
侵入が減少します。
　しかし、年数
経過とともに赤
色が色褪せ（写
真２）、赤色に
よる防虫効果は
低下していきま
す。

（2）反射マルチ　
　太陽光を反射する資材（シルバーマルチ、タ
イベック等）を地面に敷くと、アザミウマ類・
アブラムシ類有翅虫は反射光により天地がど
の方向か認識できず、正常な飛翔ができなく
なると考えられています。露地野菜のマルチ、
ハウス周囲、果樹園で使用されています。

（3）近紫外線カットフィルム
　近紫外線がカットされた施設は、外から害虫
が見ると「暗黒」に近いと感じ、アザミウマ類、
コナジラミ類、アブラムシ類の侵入を防ぎます。
　近紫外線カットフィルム下では、やや徒長
しやすいので、栽培管理に注意が必要です。

３　光による行動制御
　夜行性のヤガ類は一定以上の明るさで昼夜を
判断します。夜間の緑色や黄色の光照射により
昼間と勘違いし活動が抑制されます。

まとめ

　光を利用した防除方法のみで被害を全て防ぐ
ことはできません。また、コスト面や利用現場で
の効果的な設置など解決すべき課題もあります。
　しかし、本防除法は害虫密度を低下させ、農
薬散布回数の低減につながりますので検討して
みてください。

光を利用した害虫防除について農業振興事務所
振興課

技術総合調整担当

写真１　黄色蛍光灯

表２　コナジラミ類捕獲数と発生率（黄色粘着板１枚当たり）

頭数 未設置区を100とした場合の発生率（％）
黄色蛍光灯未設置区 44,992 100
黄色蛍光灯設置区 11,921 26.5

調査期間：平成27年８月20日～12月24日

写真２　手前：展張５年目
　　　　　奥：展張１年目
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ドライみそ汁で小松菜を手軽に 消費者とつながるロゴマーク

◆お問い合わせは下記まで・・・
農業振興事務所中央農業改良普及センター ☎042-465-9882
農業振興事務所中央農業改良普及センター東部分室 ☎03-3678-5905
農業振興事務所中央農業改良普及センター西部分室 ☎03-3311-9950
農業振興事務所西多摩農業改良普及センター ☎0428-31-2374
農業振興事務所南多摩農業改良普及センター ☎042-674-5971
農業振興事務所振興課 ☎042-548-5053

印刷物規格表第１類
登録番号（28）9

お知らせ  ◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇
 ◎２月２日（金）～４日(日) 第67回関東東海花の展覧会
　　　　　　　　会場：池袋サンシャインシティ文化会館２階展示ホール
 ◎２月８日（木）「東京都農業男女共同参画フォーラム」
　　　　　　　　会場：立川市女性総合センター・アイム１階ホール

◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆
●表紙写真：コマツナ栽培（江戸川区）

　JA東京スマイルは、初めてのオリジナル商
品として、フリーズドライの「小松菜みそ汁」
の販売を始めました。「江戸野菜を食べる」を
コンセプトに、特産のコマツナをふんだんに使
ったみそ汁です。１袋100円でJA東京スマイル
の各支店や直売所、地域のイベントで販売され
ています。
　使用したコマツナは全て地元産（足立区、葛
飾区、江戸川区）。１杯27g（湯戻し時）のコ
マツナがたっぷり入った具だくさんのみそ汁で
す。熱湯を注ぐだけで手軽に野菜が摂取でき、
長期保存が可能で、非常食にも適しています。
　秋に行われた東京都・葛飾区合同防災訓練で
も災害時家庭常備品としてＰＲが行われました。
25%減塩タイプも販売されています。

　八王子直売切り花研究会は、市内で切り花の
生産・直売を行う農家で構成され、新品目・新
作型の試作や生け花教室、保育園での花育活動
など、栽培技術の習得や消費拡大に向けた活動
を行っています。
　研究会では、消費者に切り花や会の活動を身
近に感じでもらおうと、昨年、
都のチャレンジ農業支援事業
を活用して、ロゴマークを作
成しました。マークには会員
が栽培を得意とする花がデザ
インされています。
　今後は、マークをイベント
チラシや名刺等様々な場面で
利活用し、会員間の結束をよ
り強めていくとともに、消費
者へのPRを行っていく予定
です。

フリーズドライ小松菜みそ汁 ロゴマーク入りのジャンパーを着用して

ロゴマーク

8



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


